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⑴　ジフテリア（Diphtheria）とは
　主な症状は、発熱、のどの痛み、嘔吐、せきなどです。のどの炎症が強くなると、窒息して死亡することもありま
す。また、ジフテリア菌の出す毒素によって、症状が出はじめてから2〜3週間後に神経の麻痺が起きることや、心臓
の筋肉に炎症が起こり突然死亡することもあります。予防接種の効果により、現在の日本ではほとんどジフテリア患
者が発生していません。しかし、1990年代には、ロシアで約16万人が感染・発症し、約5,000人が死亡しました。

⑵　百日せき（Pertussis）とは
　風邪のような症状で始まり、顔をまっ赤にして連続的にせき込むようになり、せきのあと、笛を吹くような音が出
ます。熱は出ません。乳幼児では、チアノーゼ（体が紫色になる）やけいれんが起きることがあり、肺炎や脳症など
の重い合併症を起こし、乳児では命を落とすこともあります。
　1970年代後半に予防接種を受ける人が減った際、患者が多数出て、113人が死亡しました。

⑶　破傷風（Tetanus）とは
　破傷風は、土の中などにいる破傷風菌が、傷口から人の体の中に入り感染します。体内で菌が増え毒素を出すと、
3〜21日の潜伏期の後に発症し、最初は顔の筋肉が動かしにくい、口が開きにくいなどの症状が現れます。その後、
歩きにくい、食べ物を飲みこみにくいなどの症状が現れ、全身性のけいれんが起こることもあります。重篤な場合
は、呼吸ができなくなり死亡することもあります。人から人への感染はありませんが、土の中に菌がいるため、誰に
でも感染する可能性があります。また、お母さんが破傷風への抵抗力（免疫）をもっていれば、出産時に新生児が破
傷風にかかること（新生児破傷風）を防ぐことができます。

⑷　ポリオ（Polio）とは
　「小児マヒ」と呼ばれ、日本でも50年前までは流行を繰り返していましたが、予防接種の効果で現在は国内での
自然感染は報告されていません。
　ポリオウイルスは人から人へ感染し、感染すると100人中5〜10人は、風邪のような症状が出て、発熱し、続いて
頭痛、嘔吐の症状が現れ、麻痺が出現します。一部の人は、麻痺が生涯残ります。呼吸困難で死亡することもありま
す。麻痺の発生率は、1,000〜2,000人に1人です。
　現在でもアフリカ・中近東・アジアの一部ではポリオウイルスが常在している国や、患者の発生している国がある
ことから、渡航者などから日本に入ってくる可能性もあります。

⑸　ヒブ（インフルエンザ菌b型）とは
　髄膜に細菌が感染して炎症が起こる病気が細菌性髄膜炎です。乳幼児の細菌性髄膜炎を起こす細菌の多くを占めて
いるのが「ヘモフィルスインフルエンザ菌b型」という細菌で、略して「Hib(ヒブ)」と呼ばれています。Hibによる
細菌性髄膜炎（Hib髄膜炎）は、5歳未満の乳幼児がかかりやすいので、特に注意が必要です。
　Hibによる髄膜炎にかかると肺炎、髄膜炎、化膿性の関節炎などの重篤な疾患を引き起こし、死に至ることがあり
ます。髄膜炎の場合は、回復しても約20％に難聴などの後遺症を残すといわれています。



※1 百日せき･ジフテリア･破傷風・ポリオ・ヒブのいずれかにかかった方も５種混合ワクチンを使用することが可能です。
 交互接種については、原則、最初に使用したワクチンを最後まで使用して接種します。
※2 2期で使用するワクチンは、ＤＴ２種混合ワクチンのみです。


